
（別紙３）

～ 2025年3月30日

（対象者数） 53 （回答者数） 34

～ 2025年3月25日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き、お子さまへの丁寧なアセスメント、ご家族との緊

密なコミュニケーションを図り、ご家族と事業所及び支援者と

のパートナーシップを更に強化してまいります。

2

・よりプログラムの内容を充実させるために、研修や自己研鑽

及び情報の共有を通して活動内容の強化を図ってまいります。

3

・ご家族のニーズに合わせて引き続き他事業所や園、関係機関

との積極的な連携を行ってまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・隙間時間を情報共有に使うことが多いが整理整頓の時間とし

ても充てることでお子さまもご家族も支援者も安全に過ごしや

すい場としていきます。

2

・現状で満足されている方、交流の場を求めていない方もい

らっしゃいますが、ニーズもあるかと思います。ニーズに合わ

せ保護者会の開催などを検討していきます。

3

・ご家族の方との緊密な情報共有がなされていること。 ・毎回のフィードバックに加え、ご家族からの依頼や施設側か

らのお声がけで別途お話を伺う時間を設けています。

・また保育園や幼稚園、他事業所へ訪問し姿の共有も積極的に

行っています。

・活動プログラムが固定化されないように工夫されている。 ・職員間の情報共有ためのコミュニケーションが活発に行われ

ています。前回の活動の様子、現在の興味関心、課題のステッ

プアップに向けた段階の協議、ご家庭や園生活での課題を踏ま

えて活動プログラムを設定しています。

・関係機関等との連携を積極的に行っている。 ・保育所等訪問の併用や他事業所や園への見学、情報共有を積

極的に行っています。就学時には就学先へお電話にて情報の共

有を図っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・整理整頓 ・そもそものスペース的な問題もありますが、時間的な余裕の

なさも事業所内の整理整頓がしきれない要因となっていると考

えられます。

・保護者同士の交流の場の提供 ・提供する活動プログラムの性質上、保護者同士が関わる場は

少ないというのが現状です。

2025年3月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Quirky北上野

○保護者評価実施期間
2025年3月5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


